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通
学
路
清
掃
と
安
全
点
検 

 
 
 
 
 
 

４
月
２
日
（
日
）
９
時 

 

新
年
度
早
々
に 

通
学
路
の
清
掃
と
安
全
点

検
を
行
い
ま
し
た 

今
年
も
「
牧
瀬
義
浩
」
氏 

の
ご
厚
意
で 

高
所
作
業

者
に
よ
り 

よ
り
十
分
な

作
業
が
出
来
ま
し
た
し
た 

 

PS
）
作
業
終
了
後
に
テ

レ
ビ
線
に
か
か
る
木
枝
・

竹
等
を
高
所
作
業
車
で
伐 

採
し
て
も
ら
い
ま
し
た
（
感
謝
） 

平
成
29
年 

９
月
号 

正
副
長
会
議 

 
 
 
 
 

 

４
月
４
日
（
火
）
18
時 

 

正
副
長
に
よ
り 

新
年
度
の
部
会
・
運
営
委

員
の
メ
ン
バ
選
考
や
近
々
の
行
事
日
程
等
の
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た 

 
因
み
に 

総
会
で
報
告
・
承
認
の
通
り
正
副

長
は
左
記
の
通
り
で
す 

 
 
 
 
 

 

会 

長 

榎
園 

清
人 

 
 
 

 
 

副
会
長 

榎
園 

幸
洋 

 
 
 

 
 

 
〃 

 

松
木
塲 

司 

第
一
回 

部
会
（
合
同
部
会
） 

 
 
 
 
 
 

４
月
16
日
（
日
）
18
時 

 

各
部
会
で
正
副
部
会
長
の
選
任
及
び
年
間
行

事
の
概
略
・
当
面
の
行
事
日
程
・
地
区
振
興
計

画
の
取
組
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た 

※
以
降
に
各
部
会
毎
の
正
副
部
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
メ
ン
バ
を
紹
介
し
ま
す 

顧 

問 

       

部
会
員 

副
部
会
長 

部
会
長 

榎
園 

清
人 

長
野 

ア
ヤ
子 

下
木
場 

鶴
代 

上
囿 

修
作 

轟
木 

健
次
郎 

吉
野 

正
人 

宇
都 

輝
幸 

椛
山 

洋
司 

宝
満 

照
美 

石
神 

弘
志 

牧
田 

信
一 

      

部
会
員 

副
部
会
長 

部
会
長 

 

顧 

問 

牧
瀬 

義
浩 

鎌
田 

英
明 

末
吉 

直
人 

椛
山 

成
人 

牧
田 

知
久 

下
大
迫 

浩 

野
間 

義
信 

岩
元 

次
郎 

木
場 

幹
幸 

田
平 

久
美 

榎
園 

幸
洋 

総 務 自 治 部 会 

文 化 教 養 部 会 



      

部
会
員 

副
部
会
長 

部
会
長 

 

顧 

問 

轟
木 

た
み
子 

長
野 

正
哉 

牧
瀬 

俊
雄 

椛
山 
俊
朗 

竹
之
中 

省
吾 

内
村 

重
昭 

盛
山 

裕
章 

末
吉 

耕
一 

下
木
場 

千
尋 

押
谷 

誠 

松
木
塲 

司 

健 康 福 祉 部 会 

第
一
回 

運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 

４
月
21
日
（
日
）
18
時
30
分 

 

運
営
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ

運
営
委
員
長
は
「
宝
満
照
美
」
氏
／
副
委
員
長

は
「
濵
島
宏
憲
」
氏
に
決
定
し
ま
し
た 

 

引
続
き
運
営
委
員

長
を
議
長
と
し 

運

動
広
場
の
清
掃
日
程

並
び
に
第
一
回
部
会

で
決
定
さ
れ
た
行
事

内
容
等
に
つ
い
協
議

さ
れ
ま
し
た 

 

※
運
営
委
員
会
の 

 

構
成
員 

農
地
水 

日
程
調
整
会
議 

 
 
 
 
 

４
月
28
日
（
金
）
19
時 

 
コ
ミ
協
・
農
村
環
境
保
全
管
理
組
合
・
水
利

組
合
の
各
代
表
者
出
席
の
も
と 

農
村
環
境
保

全
管
理
組
合
長
「
木
場
幹
幸
」
氏
を
議
長
と
し

コ
ミ
協
・
両
自
治
会
・
各
水
利
組
合
の
作
業
日

程
が
協
議
・
決
定
さ
れ
ま
し
た 

運
営
委
員 

コ
ミ
協  

委 

員 

副
委
員
長 

委
員
長 

会 

計 

庶 

務 

宇
都 

輝
幸 

下
木
場 

鶴
代 

岩
元 

次
郎 

仮
屋
園 

照 

赤
崎 

敏
弘 

川
野 

純
昭 

末
吉 

直
人 

池
田 

照
治 

吉
野 

透 

田
平 

耕
作 

有
村 

義
郎 

大
迫 

ゆ
き
み 

田
平 

徹 

山
田 

等
子 

濵
島 

宏
憲 

宝
満 

照
美 

轟
木 

典
彰 

湯
丸 

妙
子 

役
員
引
継
ぎ 

 
 
 
 
 

４
月
17
日
（
月
）
18
時 

 

今
年
は
副
会
長
の
「
椛
山
洋
司
」
氏
が
交
代

さ
れ 

庶
務
の
「
石
神
和
代
」
氏
が
退
任
さ
れ

ま
し
た 

長
き
に
わ
た
り
コ
ミ
協
の
運
営
に
ご

尽
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
お
疲

れ
様
で
し
た
） 

コ
ミ
協 

部
会
長 

副
会
長 

会 

長 

下
木
場 

千
尋 

木
場 

幹
幸 

牧
田 

信
一 

松
木
塲 

司 

榎
園 

幸
洋 

榎
園 

清
人 

                    
山
菜
収
穫
体
験 

 

５
月
６
日
（
土
）
９
時 

 

天
候
不
順
の
為 

中
止
と
な
り
ま
し
た
が 

部
会
長
「
木
場
幹
幸
」
氏
に
よ
り 

竹
の
子
を

収
穫
・
庶
務
「
湯
丸
妙
子
」
氏
に
よ
り
塩
漬
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
ブ
ラ
ン
ド
市
に
出
品
予
定

で
す
） 

 
 

 

自
主
防
災
会
議 

６
月
８
日
（
木
）
19
時 

 

市
と
の
防
災
連
絡
調
整
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た 

新
年
度
の
災
害
時
の
任
務
・
分
担
・
構
成

員
、
要
支
援
者
名
簿
が
示
さ
れ
ま
し
た 



災
害
連
絡
網
は
こ
ち
ら
↓ 

 

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー 

副
会
長 

会
長 

轟
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

詰
所
要
員 

            

情
報
班 

濵
島 

宏
憲 

赤
崎 

敏
弘 

川
野 

純
昭 

末
吉 

直
人 

池
田 

照
治 

吉
野 

透 

下
木
場 

鶴
代 

轟
木 

健
次
郎 

田
平 

耕
作 

有
村 

義
郎 

大
迫 

ゆ
き
み 

田
平 

徹 

山
田
等
子 

牧
田 

信
一 

内
村 

重
昭 

松
木
塲 

司 

榎
園 

幸
洋 

榎
園 

清
人 

田
平 

陽
一 

下
大
迫 
あ
け
み 

副
詰
所
長 

所
長 

有
村 

慎
吾 

             5
5-1

1
9
1
 

5
5-0

7
9
5
 

5
5-1

0
8
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5
5-0

5
1
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5
5-0

7
8
2
 

5
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1
6
2
 

  0
9
0
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2
9
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-

4
8
5
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0
9
0

-8
2
8
8

-

4
7
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消
火
班 

       

避
難
誘
導
班  

長
野 

正
哉 

牧
瀬 

俊
雄 

椛
山 

俊
朗 

竹
之
中 

省
吾 

末
吉 

耕
一 

押
谷 

誠 

盛
山 

裕
章 

宝
満 

照
美 

下
木
場 

千
尋 

鎌
田 

英
明 

末
吉 

直
人 

牧
田 

知
久 

下
大
迫 
浩 

岩
元 

次
郎 

平
林 

輝
美 

木
場 

積
幸 

野
間 

義
信 

椛
山 

成
人 

宇
都 

輝
幸 

田
平 

久
美 

牧
瀬 

義
浩 

木
場 

幹
幸 

長
野 

ア
ヤ
子 

吉
野 

正
人 

椛
山 

洋
司 

石
神 

弘
志 

上
囿 

修
作 

仮
屋
園 

照 

        5
5-1

9
63

 

            2
1-8

8
22

 

      
 

個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
為 

連
絡
先
等

は
一
部
し
か
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん 

お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
班
長
さ
ん
へ
問
い
合
わ
せ 

日

頃
よ
り
災
害
時
の
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
く
よ

う
心
が
け
て
下
さ
い 

 

親
子
ふ
れ
あ
い
田
植
え
体
験 

６
月
18
日
（
日
）
13
時
30
分 

 

コ
ミ
セ
ン
前
の
圃
場
で 

小
学
生
を
中
心
に

田
植
え
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

 

部
会
長
「
木
場
幹
幸
」
氏
を
中
心
に
父
兄
に

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら 

笑
い
声
の
響
く
賑
や
か

な
田
植
え
で
し
た 

  

ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
哨 

７
月
１
日
（
土
）
７
時 

 

コ
ミ
役
員
に
よ
る 

２
年
目
と
な
る
ポ
イ
捨

て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
哨
で
す 

立
哨
の
あ
と 

の
ぼ
り
旗
を
十
点
箇
所
に
設
置
し
ま
し
た 



 

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー 

（
＋
ふ
れ
あ
い
ベ
ン
チ
）
清
掃 

７
月
23
日
（
日
）
７
時 

 

旧
藺
牟
田
駐
在
所
轟
協
力
会 

会
長
「
上
囿

修
作
」
氏
を
中
心
に
学
生
も
含
め 

動
噴
２
台

（
１
台
は
「
宮
脇
勉
」
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
借

用
）
で
二
手
に
分
か
れ
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た 

 

当
日
は
東
交
番
「
塚
原
崇
」
巡
査
長
に
交
通

整
理
を
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た 

 

交
通
安
全
教
室 

７
月
23
日
（
日
）
10
時
30
分 

 

東
交
番
「
塚
原
崇
」
巡
査
長
に
よ
り
子
ど
も

達
に
交
通
安
全
の
た
め
の
講
話
と
実
技
（
自
転

車
）
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た 

 

普
通
救
命
講
習
会 

７
月
23
日
（
日
）
13
時
30
分 

 

今
年
で
12
回
目
と
な
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救

命
処
置
の
実
践
方
法
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た 

 

当
日
は
消
防
署
８
名
の
方
に 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
マ

ネ
キ
ン
？
を
使
い
丁
寧
な
指
導
が
な
さ
れ
ま
し

た 

 
卓
球
教
室 

７
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分 

 

Ｊ
Ａ
共
済
連
卓
球
部
の
ご
好
意
で
今
年
も
４

名
の
方
に
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た 

 

子
ど
も
達
は
向
上

心
が
あ
る
よ
う
で
し

た
？
が 

大
人
は
ピ

ン
ポ
ン
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た 

   

  

工
芸
教
室
（
七
宝
焼
き
） 

７
月
29
日
（
土
）
９
時
30
分 

 
第
13
回
工
芸
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

今
年
も
「
内
田
裕
子
」
先
生
を
は
じ
め
５
名

の
方
に
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら 

思
考

を
凝
ら
し
作
品
作

り
に
夢
中
で
し
た 

 

そ

の

成

果

は 

何
れ
も
甲
乙
つ
け

が
た
い
秀
作
ぞ
ろ

い
？
で
し
た
が 

上

記
３
作
品
が
優
秀
作

品
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た 

 

作
者
は
左
か
ら 

 

金 

末
吉
千
里
さ
ん

銀 

門
﨑
桃
花
さ
ん 

銅 

槍
水
莉
夢
さ
ん 

 

 
 
 
 
 

で
し
た 

 
 
 
 



地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
大
会
） 

８
月
６
日
（
日
）
13
時
30
分 

 

部
会
長
「
下
木
場
千
尋
」
氏
が
豪
華
？
賞
品

を
用
意
し
て
い
ま
し
た
が 

残
念
な
が
ら
台
風

接
近
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た 

 

第
４
回 

轟
ふ
る
さ
と
夏
祭
り 

８
月
11
日
（
金
）
18
時
30
分 

 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
で
第
４
回
と
な

る
、
「
轟
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た 

 

 

成
功
裏
に
終
え
た
の
は 

地
区
民
及
び
企

業
の
皆
様
の
「
協
賛
金
」
が
あ
っ
て
の
こ
と

で 

こ
こ
に
改
め
て
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
特

別
号
に
て
ご
報
告
致
し

ま
す 

     

 

コ
ミ
セ
ン
周
辺
・
河
川
敷
の
清
掃
作
業 

 

８
月
20
日
（
日
）
６
時 

 
部
会
長
「
下
木
場
千
尋
」
氏
以
下
健
康
福

祉
部
会
員
及
び
役
員
に
て 

同
日
実
施
さ
れ

る
「
盆
が
ま
体
験
」
に
合
わ
せ 

河
川
敷
及

び
コ
ミ
セ
ン
周
辺
の
清
掃
作
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た 

   

親
子
ふ
れ
あ
い
盆
釜
体
験 

８
月
20
日
（
日
）
10
時 

 

昨
年
同
様
に
竹
を
細
工
し
た
飯
ご
う
？
で 

ご
飯
を
炊
き
ま
す 

勿
論
箸
も
手
作
り
で
す 

 

ご
飯
は
河
川
敷
で
石
を
積
み
竃
を
つ
く
り 

火
を
焚
き
ま
す 

 

ノ
コ
や
小
刀
・
焚
き
つ
け
な
ど 

部
会
長

「
木
場
幹
幸
」
氏
ほ
か 

大
人
の
指
導
で
子
ど

も
達
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら 

怪
我
な
く

無
事
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た 

 

出
来
上
が
っ
た
ご
飯
と
ご
婦
人
方
が
作
っ
て

く
れ
た
味
噌
汁
等
で
食
事
―
そ
し
て
腹
ご
な
し

に 

ボ
ー
ト
・
ア
ク
ア
ボ
ー
ル
・
川
す
べ
り
等

で
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た 

     

つ
う 

通
学
路
清
掃
作
業 

８
月
27
日
（
日
）
15
時 

 

４
月
に
続
き 

旧
藺
牟

田
駐
在
所
轟
協
力
会 

会

長
「
上
囿
修
作
」
氏
を
中

心
に
２
回
目
の
通
学
路
の

安
全
点
検
と
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た 

 

  

防
犯
立
哨 

９
月
１
日
（
金
）
７
時 

 

役
員
及
び
民
生
委
員
で

防
犯
＆
交
通
安
全
立
哨
を

行
い
ま
し
た 

 

 

敬
老
会 

９
月
18
日
（
月
）
12
時 

 

80
歳
以
上
46
名
を
対
象
に 

盛
大
に
敬
老
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

今
年
の
余
興
は
昨
年
に

ま
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た 

 

①
大
村
報
徳
学
園
々
児 

遊
戯 

 

②
「
田
島
沙
矢
子
」
先
生 

ハ
ー
モ
ニ
カ 

 

③
有
川
舞
踊
団 

日
本
舞
踊 

 

④
「
豆
ヶ
野
盛
人
」
氏 

手
品 

 

⑤
「
原
口
新
十
」
氏 

子
牛
せ
り
語
り
べ
？ 

 

何
れ
も 

出
席
者
に
笑
顔
と
和
み
を
も
た
ら

す
素
晴
ら
し
い
余
興
で
し
た 

 
 ※

次
ペ
ー
ジ
に
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
掲
載
し
ま
す 




